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臨床心理士・公認心理師をはじめとする対人援助専門職家に向けて，ジェンダーにセン
シティブな臨床とはいかなるものかを考えようと試みる。女性支援および性的マイノリティ
支援を牽引してきた村本邦子氏と葛西真記子氏へのインタビューを皮切りに，日本の心
理臨床界・心理学におけるジェンダー秩序の史的考察から，臨床現場におけるジェン
ダーバイアスやマイクロアグレッションがもたらす負の側面の批判的検証，性暴力，DV，
性別違和など具体的な臨床実践においてジェンダー視点を活かす可能性を考察する。

［編著］齋藤 梓　坂梨 唯　梨谷美帆　西井 開　日野 映　向井理菜
A5判／並製／240頁／定価3,740円

ジェンダーにセンシティブでありたい心理臨床家のために

「望まない性交」を経験した当事者の「語り」を，同意のない性交が起こるプロセ
ス，同意のない性交が被害当事者の人生に及ぼす影響，回復への道のりといった
観点から分析した一連の調査結果。「奇襲型」「飲酒・薬物使用を伴う型」「性虐
待型」「エントラップ（罠にはめる）型」の4つのプロセスを詳述し，「被害当事
者にとって，なぜ被害を認識したり相談したりすることが難しいのか」を解説す
る。

［編著］齋藤 梓　大竹裕子
四六判／並製／228頁／定価3,080円

性暴力被害の実際
被害はどのように起き，どう回復するのか

心理臨床の現場で，性暴力の被害に遭遇した方の支援を行う場合に，まず知って
おくべき基礎的な知識や，心理支援の基本について記す。第Ⅰ部では性暴力とは
何か，性暴力や性犯罪の現場で何が起こっているのか，二次的被害や心理教育，
リラクセーションなど，被害者の心理にスポットを当てて紹介し，第Ⅱ部では6
つの架空事例を通して具体的に支援を解説。支援の実際がイメージできるよう，
事件概要・司法手続き・心理支援の流れが詳細に書かれている。

［編著］齋藤 梓　岡本かおり
A5判／並製／248頁／定価3,520円

性暴力被害の心理支援

本書では，民間の支援団体で被害者支援に取り組み，大学で性犯罪・性暴力の被
害者に関する調査研究を行ってきた二人の心理学者がロールプレイを実施。7つ
の架空事例を逐語録形式で収載した。各部の末尾にはQ&A形式の解説を掲載し，
初学者にも分かりやすく，実際の現場でも役立つ内容となっている。性暴力の被
害に遭った子どもや，過去に性被害を受けた人と，最初に向き合う人のための入
門書。

［著］岡本かおり　齋藤 梓
A5判／並製／196頁／定価3,300円

性暴力被害と支援のQ＆A
子どもとかかわる人のために
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